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木星には、過去 Galileo 探査機による周回探査および Pioneer-10/11、Voyager-1/2、Ulysses、Cassini の６つ

のフライバイ観測が行われている。しかし、軌道選択と観測装置は、主にガリレオ衛星および木星大気（遠距離か

らの撮像・分光、およびエントリープローブ投入）に焦点が当てられており、木星近傍への周回探査機投入を要す

る木星の内部構造、磁場の全体構造、および放射線帯を含む電磁圏のことは未だよくわかってない。工学ミッショ

ンとして検討中の「ソーラ電力セイル計画」は、その一環として、小型探査機を木星周回軌道へ投入し、「初の木

星近傍への周回衛星投入」の実現可能性を検討している。この計画は、将来の木星大規模探査へ向けた「パスファ

インダー」としての役割を担っている。 

本計画では、木星本体を「近傍」「極軌道」で全球的・高時間分解観測を行い、太陽系最強の磁気天体とそれが

引き起こす現象を解明することを主目標とする。具体的には、探査機を極軌道に投入することで、１）木星近傍の

磁場の全体構造、２）極上空の粒子加速域の直接内部観測、３）オーロラ・雷光の高時間分解撮像観測を目標とし、

「将来の大探査の礎」として以下の物理プロセスの解明に可能な限り接近する。 

(1) 木星型「磁気圏-電離圏カップリング」の解明 

太陽風駆動の「地球型」との比較によって、自転エネルギーで駆動される、地球より二桁強いパルサー的な「電

磁機構」を解明する。 

(2) 太陽系最強の「粒子加速装置」の解明 

数十 MeV に達する粒子を常時もたらす太陽系最強の「粒子加速装置」の構造・変動・プロセスを解明する。 

検討中のペイロードは、1) Local 観測装置、2) Remote 観測装置、3) 共通処理系、4) 大気投入プローブ、で

ある。本発表では、2)の Remote 観測装置について、観測の意義、科学目標、モデル搭載機器について述べる。周

回軌道滞在時間を有効に活用するため、紫外線によるリモート観測によって「木星オーロラの高時間分解・定常観

測」（微細構造および加速機構の解明）および「木星雷活動の定常観測」（大気全体活動度およびその変動の解明）

を実現したいと考えている。 


